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平成27年　年頭のご挨拶 （ 2 ）（103号）

平
成
27
年
　
年
頭
の
ご
挨
拶

理
事
長　

杉
山　
　

蕃

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
新
年
を
寿
い
で

お
ら
れ
る
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

風
水
害
、
火
山
、
地
震
等
の
自
然
災
害
が

か
な
り
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
東
北
大
震
災
の
復
興
も
道
中
端
、
厳

し
い
試
練
で
は
あ
り
ま
す
が
、
屈
す
る
こ

と
な
く
立
ち
上
が
っ
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
考
え
れ
ば
、
人
類
の
進
歩
は
自
然

災
害
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
努
力
に
大

き
く
依
存
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

ま
た
新
た
な
努
力
が
必
要
か
と
思
う
次
第

で
す
。

昨
年
の
本
顕
彰
会
の
動
き
は
、
比
較
的

順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
靖
國
神
社
、
世
田

谷
山
観
音
寺
に
お
け
る
年
度
慰
霊
祭
を
始

め
、
各
地
慰
霊
行
事
へ
の
参
加
・
支
援
、
護

国
神
社
へ
の
特
攻
勇
士
之
像
寄
進
も
大
分
県

を
新
た
に
加
え
、
計
14
体
を
数
え
、
新
年
度

新
た
な
計
画
を
推
進
中
で
あ
り
ま
す
。
機
関

誌
『
特
攻
』
も
、
記
念
す
べ
き
百
号
記
念
誌

を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
、
編
集
に
携
わ
る

方
々
の
労
苦
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
財
務
に
関
し
ま
し
て
も
、
国
際
金
融
情

勢
不
安
定
な
中
、
資
金
運
用
も
堅
実
な
実
績

を
残
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
次
第
で

す
。
反
面
、
戦
友
・
遺
族
の
方
々
の
高
齢
化

は
如
何
と
も
し
難
く
、
会
員
数
の
減
少
が
続

い
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
何
と

か
体
制
の
維
持
を
図
り
、
本
会
の
公
益
法
人

と
し
て
の
事
業
を
、
確
実
に
後
世
に
継
承
す

る
努
力
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
年
春
に
は
、
天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
の

パ
ラ
オ
方
面
へ
の
行
幸
啓
が
行
わ
れ
る
旨
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
畏
れ
多
く
も
、

有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。我
々
国
民
は
、

終
戦
70
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
皇
室
が
範

を
示
さ
れ
る
、そ
の
大
御
心
を
深
く
忖
度
し
、

社
会
全
般
に
戦
歿
者
慰
霊
の
動
き
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。昨

年
夏
、
私
ど
も
戦
没
者
慰
霊
団
体
に
も

関
連
し
て
、大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
韓
国
右
翼
と
言
わ
れ
る
階
層
を
中
心

と
し
た
「
慰
安
婦
問
題
」
関
連
で
す
。
そ
の

震
源
と
な
っ
て
い
る
朝
日
新
聞
が
積
年
行
っ

て
き
た
、
我
が
国
を
陥
れ
る
虚
偽
の
報
道
に

つ
い
て
謝
罪
し
、
事
実
無
根
で
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
連
人
権
委
員

会
、
有
力
数
ヵ
国
の
下
院
に
お
け
る
非
難
決

議
に
ま
で
及
ん
だ
こ
の
虚
報
を
行
い
続
け
て

き
た
責
任
は
重
大
で
、
左
翼
闘
士
を
連
想
さ

せ
る
社
長
の
進
退
ご
と
き
で
解
決
す
る
問
題

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
後
、
朝
日
新

聞
か
ら
取
材
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
通
常

断
っ
て
い
る
相
手
で
す
が
、
反
省
の
度
合
い

を
確
か
め
る
意
味
か
ら
、
理
事
長
室
で
取
材

に
応
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
取
材
の
態
度

は
旧
態
依
然
、
一
向
に
変
化
の
な
い
左
翼
思

考
。
純
粋
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
本
会
に
関

し
、「
特
攻
隊
と
い
う
悪
し
き
軍
事
行
動
の
、

我
が
国
武
力
へ
の
継
承
」
と
す
る
見
地
の
取

材
で
、
早
々
に
取
材
を
断
り
、
記
者
を
追
い

返
し
た
次
第
で
す
。
こ
の
よ
う
な
左
翼
的
症

候
群
が
未
だ
に
横
行
す
る
の
は
残
念
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
は
、
純
粋
に
若
く

し
て
国
に
殉
じ
た
英
霊
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
と
も
す
れ
ば
怠
惰
・
享
楽
に

流
れ
が
ち
な
人
の
業
を
反
省
、
奮
起
の
起
点

と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
尖

閣
・
サ
ン
ゴ
密
漁
と
い
っ
た
我
が
国
へ
の

理
不
尽
な
行
動
へ
の
対
応
も
、
英
霊
の
皆

様
が
望
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
、
我
が
国
の
姿

を
推
量
し
、
毅
然
た
る
対
応
を
基
本
と
す

べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
昨
年
は
選
挙
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
自
民
党
の
安
倍

政
権
は
、
大
方
の
予
想
ど
お
り
、
衆
議
院

の
過
半
数
を
確
保
し
、
国
民
に
よ
る
政
策

継
承
の
賛
意
を
得
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
と
言
わ
れ
る
危
機
的
な
国
家
財
政
の

再
建
を
目
指
す
経
済
政
策
を
中
心
に
更
な

る
躍
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
靖
國
参

拝
、
集
団
的
自
衛
権
一
部
容
認
に
関
わ
る

閣
議
決
定
等
の
基
本
姿
勢
で
す
。
周
辺
国

の
軍
事
拡
張
、
国
内
問
題
を
転
嫁
す
る
我

が
国
へ
の
不
穏
当
な
行
動
は
、
根
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、

我
々
は
築
き
上
げ
て
き
た
国
際
的
な
信
用

と
伝
統
あ
る
民
族
性
を
維
持
す
る
た
め
、

不
当
な
圧
力
に
は
毅
然
と
し
て
対
応
す
る

「
国
と
し
て
の
誇
り
」
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
、真
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
で
あ
り
、

我
々
顕
彰
会
が
目
指
す
公
益
性
と
相
通
ず

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
す
。
本

年
は
新
内
閣
の
下
、
山
積
す
る
課
題
に
国

民
的
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
私
ど
も

も
、
顕
彰
会
の
活
動
を
通
じ
、
厳
し
い
状



謹賀新年（ 3 ） （103号）

謹　　賀　　新　　年 況
下
、
敢
然
と
し
て
国
に
殉
じ
た
英
霊
の

皆
様
を
追
悼
す
る
国
と
し
て
、
当
然
大
切

に
す
べ
き
事
業
を
振
作
し
、
よ
り
良
き
伝
統

を
積
み
重
ね
て
行
く
た
め
、
一
層
の
努
力
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
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行 

社
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志
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篤
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理
事
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章
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戸
塚　
　

新

同　
　
　
　
　

深
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明
敏

専
務
理
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白
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一
郎

事
務
局
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公
益
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人
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会
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長　
　

齋
藤　
　

隆

副
理
事
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専
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事　
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事
務
局
長　
　

本
多　

宏
隆

公
益
財
団
法
人
　
大
東
亜
戦
争

　
全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会

会　
　

長　
　

島
村　

宜
伸

理 

事 

長　
　

柚
木　

文
夫

専
務
理
事　
　

圓
藤　

春
喜

事
務
局
長　
　

岩
田　

司
朗

つ 

ば 

さ 

会

会　
　

長　
　

遠
竹　

郁
夫

副 

会 

長　
　

杉
山　
　

弘

同　
　
　
　
　

藤
川　

壽
夫

同　
　
　
　
　

山
本　

修
三

同　
　
　
　
　

吉
田　
　

正

専
務
理
事　
　

菊
川　

忠
継

副
専
務
理
事　

長
島　

修
照

公
益
財
団
法
人
　
海 
原 

会

理 

事 

長　
　

堺　
　

周
一

副
理
事
長　
　

酒
井　

省
三

専
務
理
事　
　

助
村　

隆
典

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

理 

事 

長　

杉
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蕃

副
理
事
長　

藤
田　

幸
生

専
務
理
事　

衣
笠　

陽
雄

理　
　

事　

臼
田　

智
子

同　
　
　
　

笹　
　

幸
恵

同　
　
　
　

小
倉　

利
之

同　
　
　
　

水
町　

博
勝

監　
　

事　

伊
集
院
雅
英

同　
　
　
　

阿
部　

軍
喜

事
務
局
長　

羽
渕　

徹
也

評 

議 

員　

秋
山　

政
隆

同　
　
　
　

穴
山　

正
司

同　
　
　
　

飯
田　

正
能

同　
　
　
　

石
井　

光
政

同　
　
　
　

石
井　

千
春

同　
　
　
　

及
川　

昌
彦

同　
　
　
　

太
田　

兼
照

同　
　
　
　

大
穂　

園
井

同　
　
　
　

倉
形　

桃
代

同　
　
　
　

高
嶋　

博
視

同　
　
　
　

中
江　
　

仁

同　
　
　
　

長
瀬　

彰
孝

同　
　
　
　

新
垣　

敬
輝

同　
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木　

東
洋
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同　
　
　
　

深
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明
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財
団
法
人
　
特
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戦
没
者
慰
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会



ノーブレス・オブリージュ（no-blesse o-blige）とは、学徒出陣に思う � （ 4 ）（103号）

ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ（no-blesse 

o-blige

）、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
般

に
「
特
権
は
義
務
を
伴
う
」
と
か
「
高
い
身

分
に
は
義
務
が
伴
う
・
地
位
高
き
者
は
責
任

重
し
：
金
持
ち
や
身
分
の
高
い
者
は
、
そ
う

で
な
い
人
々
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

あ
る
い
は
、「
貴
族
の
身
分
は
義
務
を
課
す

る
→
貴
族
「
高
い
地
位
に
あ
る
者
」
は
、
そ

の
身
分
「
地
位
」
に
ふ
さ
わ
し
く
振
る
舞
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い

る
が
、
久
し
振
り
に
聞
く
言
葉
で
あ
る
。
今

か
ら
60
数
年
前
、
筆
者
の
学
生
時
代
に
、
こ

の
言
葉
を
巡
っ
て
仲
間
同
士
色
々
と
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

そ
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
の

は
、
日
本
協
議
会
・
日
本
青
年
協
議
会
発
行

の
『
祖
国
と
青
年
』
平
成
26
年
10
月
号
の
巻

頭
時
評
・
吉
原
恒
雄
元
拓
殖
大
学
教
授
の「
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
近
現
代
史
の
捏
造
」
─

テ
レ
ビ
で
特
に
目
立
つ
の
が
ド
ラ
マ
の
内
容

の
改
竄
で
あ
り
、
そ
の
典
型
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
『
花
子
と
ア
ン
』
に
見
ら
れ
る
─
と
す

る
論
稿
中
の
「『
学
徒
出
陣
』
は
政
府
が
実

施
し
た
暴
挙
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
一
文
で

あ
る
。た
だ
し
、今
か
ら
七
、八
年
程
前
に
も
、

元
台
湾
総
統
李
登
輝
氏
の
著
作
で
あ
る『「
武

士
道
」
解
題
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

と
は
』（
小
学
館
発
行
）
を
読
ん
で
感
銘
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
来
の
こ
と

で
、
再
び
こ
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
。戦

後
逸
早
く
、
東
京
大
学
協
同
組
合
出
版

部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
き
け　

わ
だ
つ
み
の

こ
え
─
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
』（
同
編
集

委
員
会
編
）
と
い
う
出
陣
学
徒
の
戦
歿
者
が

書
き
遺
し
た
と
い
う
遺
書
や
遺
文
で
、
当
時

の
学
生
を
中
心
と
し
た
若
者
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
、
映
画
に
も
な
っ
た
が
、
極
め
て
反

戦
色
の
強
い
、
戦
前
・
戦
中
の
軍
部
や
政
府

の
や
り
方
を
非
難
す
る
内
容
の
も
の
で
、
軍

国
主
義
者
等
に
よ
っ
て
無
理
や
り
戦
陣
に
駆

り
立
て
ら
れ
、
徒
に
そ
の
青
春
を
奪
わ
れ
、

前
途
有
為
の
若
者
達
の
命
を
無
駄
に
捨
て
さ

せ
た
と
い
う
も
の
で
、
彼
ら
が
国
家
・
民
族

存
亡
の
危
機
を
救
わ
ん
と
し
て
雄
々
し
く
命

を
捧
げ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や

慰
霊
・
顕
彰
の
心
な
ど
微
塵
も
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
人
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
に

培
わ
れ
た
伝
統
的
な
精
神
、
大
和
魂
や
武
士

道
の
精
神
な
ど
全
く
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。今

も
思
い
出
さ
れ
る
が
、
終
戦
直
後
の
旧

制
高
校
に
お
い
て
も
、
学
生
間
で
、
戦
争
批

判
、
特
に
軍
部
批
判
が
激
し
く
議
論
さ
れ
て

い
た
。
筆
者
は
昭
和
20
年
９
月
初
め
、
陸
軍

予
科
士
官
学
校
の
長
期
演
習
地
、
浅
間
山
麓

の
新
鹿
沢
か
ら
復
員
し
、
そ
の
年
の
10
月
中

旬
に
実
施
さ
れ
た
編
入
試
験
に
合
格
し
て
、

11
月
１
日
か
ら
旧
制
高
校
に
進
学
し
た
が
、

編
入
で
き
た
の
は
、
僅
か
に
文
科
甲
類
（
第

１
外
国
語

−

英
語
、
第
２
外
国
語

−

ド
イ
ツ

語
）１
ク
ラ
ス
30
数
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た（
当

時
、
理
科
は
６
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
に
何
故

か
、
１
名
も
編
入
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な

か
っ
た
）。
そ
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
半
数

は
陸
士
海
兵
ほ
か
軍
学
校
出
身
者
、
残
り
半

数
は
海
外
の
帝
大
（
台
北
・
京
城
）
や
私
大

予
科
・
専
門
部
出
身
者
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
入
校
直
後
か
ら
他
の
ク

ラ
ス
や
上
級
生
に
よ
る
我
々
軍
学
校
出
身
者

に
対
す
る
吊
し
上
げ
が
始
ま
っ
た
。
我
々
軍

学
校
出
身
者
は
ゾ
ル
（Soldat

ゾ
ル
ダ
ー
ト
・

ド
イ
ツ
語
の
軍
人
又
は
兵
の
略
称
）
と
か
敗

残
兵
と
蔑
ま
れ
、
軍
国
主
義
者
と
蔑
称
さ
れ

た
。
休
み
時
間
に
は
大
勢
教
室
に
乱
入
し
て

き
て
、
一
人
一
人
教
壇
に
立
た
せ
て
自
己
批

判
を
強
要
し
た
。
ま
る
で
中
国
共
産
党
紅
衛

兵
の
や
り
方
で
あ
る
。
軍
学
校
出
身
者
の
大

半
は
、
自
己
批
判
の
要
な
し
、
命
を
捧
げ
て

国
の
た
め
に
尽
く
し
た
ん
だ
、
と
毅
然
た
る

態
度
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
中
に
は
自
己
批

判
を
し
、彼
等
の
強
要
す
る
左
翼
の
社
研（
社

会
科
学
研
究
会
）
に
入
会
し
た
者
も
い
た
よ

う
で
、
後
に
東
大
に
入
っ
て
学
生
運
動
の
旗

振
り
を
や
っ
た
者
も
い
た
。
逆
に
我
々
の
グ

ル
ー
プ
は
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
が
入
港
す

る
博
多
築
港
の
一
時
収
容
施
設
に
、
毎
晩
の

よ
う
に
出
掛
け
て
行
っ
て
、
引
揚
者
の
検
疫

や
身
の
回
り
の
世
話
、
帰
郷
準
備
の
手
続
き

な
ど
、
夜
を
徹
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
引
揚
者
の
実
態
が
、
今
な
お
脳

裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
大
東
亜
戦
争
中
の
「
学
徒

出
陣
」
を
巡
っ
て
今
な
お
、
反
戦
思
想
や
軍

部
非
難
の
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
特
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
こ

の
「
学
徒
出
陣
」
が
歪
曲
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

（no-blesse o-blige

）
と
は
、

学
徒
出
陣
に
思
う

陸
士
61
期　

飯
田　

正
能
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学
徒
出
陣
と
は
、
昭
和
18
年
当
時
、
大
学

や
高
校
・
専
門
学
校
等
の
学
生
・
生
徒
達
は
、

国
民
の
義
務
で
あ
っ
た
徴
兵
を
猶
予
さ
れ
る

立
場
に
あ
っ
た（
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に

制
定
さ
れ
た
兵
役
法
は
、満
20
歳
の
男
子
に
、

陸
軍
は
２
年
、
海
軍
は
３
年
の
兵
役
を
義
務

付
け
て
い
た
。
一
方
で
、
中
学
校
以
上
の
学

生
・
生
徒
に
は
、
27
歳
に
な
る
ま
で
徴
兵
猶

予
の
特
典
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
米
開
戦

が
迫
っ
た
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
10
月
、

勅
令
に
よ
っ
て
兵
役
法
が
改
正
さ
れ
、
猶
予

は
大
学
生
で
24
歳
、
た
だ
し
、
医
学
部
の
み

は
25
歳
に
短
縮
さ
れ
た
。
卒
業
時
期
も
昭
和

16
年
度
に
は
12
月
、
昭
和
17
年
度
以
降
は
９

月
に
繰
り
上
げ
と
な
っ
た
）
が
、
更
に
戦
局

の
逼
迫
に
伴
い
、
兵
力
の
補
強
、
特
に
将
校

及
び
下
士
官
の
不
足
を
補
う
対
策
と
し
て
、

昭
和
18
年
10
月
２
日
勅
令
（
七
五
五
号
）
に

よ
り
、
兵
役
法
第
41
条
の
徴
集
猶
予
の
適
用

停
止
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
勉
学
を
理
由
に
徴

兵
を
猶
予
さ
れ
て
い
た
大
学
・
高
等
学
校
・

専
門
学
校
等
の
学
生
・
生
徒
で
、
徴
兵
適
齢

者
、
た
だ
し
、
理
工
系
（
医
・
農
を
含
む
）

と
師
範
の
学
生
・
生
徒
を
除
く
文
科
系
の
学

生
・
生
徒
が
徴
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陣
で
あ
る
。

そ
の
当
時
、
既
に
昭
和
18
年
９
月
に
は
、

女
子
勤
労
挺
身
隊
の
名
で
、
女
子
志
願
者
の

工
場
動
員
が
始
ま
り
、
翌
19
年
６
月
か
ら
は

12
歳
以
上
の
未
婚
者
が
強
制
的
に
動
員
さ
れ

て
い
る
。
男
子
は
14
歳
か
ら
40
歳
未
満
の
殆

ど
全
部
が
軍
需
工
業
な
ど
に
動
員
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
、
特
に
テ
レ
ビ

な
ど
で
昭
和
18
年
10
月
21
日
に
神
宮
外
苑
で

実
施
さ
れ
た
「
学
徒
出
陣
壮
行
式
」
の
映
像

を
用
い
な
が
ら
、
軍
部
の
や
り
方
を
非
難
し

た
り
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
。
徴
兵
猶
予
の

停
止
措
置
は
、
同
世
代
の
他
の
若
者
と
同
じ

扱
い
を
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

適
用
停
止
の
閣
議
決
定
は
、
９
月
21
日
に

行
わ
れ
、
翌
日
に
は
東
條
英
機
首
相
が
ラ
ジ

オ
で
発
表
し
、
該
当
す
る
学
生
・
生
徒
は
、

同
年
12
月
に
徴
兵
検
査
を
受
け
、
合
格
者
は

同
月
中
に
、
陸
海
軍
に
入
営
す
る
と
い
う
慌

た
だ
し
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て

昭
和
18
年
12
月
に
入
営
し
た
学
徒
は
、
全
国

で
６
万
人
以
上
、
あ
る
い
は
９
万
人
〜
13
万

人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
翌
昭
和
19
年
に

は
、
徴
兵
年
齢
が
19
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

入
営
者
は
倍
増
し
て
お
り
、
更
に
、
そ
れ
以

前
の
９
月
に
、
繰
上
卒
業
に
よ
り
、
徴
集
さ

れ
て
入
営
し
た
者
も
多
く
、
結
局
、
出
陣
学

徒
の
総
数
は
、
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
出

陣
学
徒
の
多
く
は
、
入
営
後
、
選
抜
さ
れ
て

陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
や
海
軍
予
備
学
生

に
採
用
さ
れ
、
将
校
・
士
官
に
な
っ
た
者
も

多
く
、
そ
の
数
は
２
万
人
近
い
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
出
陣
学
徒

の
戦
没
者
数
に
つ
い
て
も
、
各
大
学
に
よ
っ

て
全
卒
業
生
を
含
め
る
な
ど
、
数
え
方
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
数
で
は
な
い

が
、
白
井
厚
慶
大
名
誉
教
授
の
調
査
に
よ
る

と
、早
大
が
４
５
６
１
柱
、慶
大
が
２
２
２
５

柱
、
東
大
が
１
６
５
２
柱
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。昭

和
18
年
10
月
21
日
の
出
陣
学
徒
壮
行
会

で
は
、
雨
の
降
り
し
き
る
中
、
東
京
帝
国
大

学
以
下
77
校
約
２
万
５
千
人
の
学
徒
達
は
、

着
剣
し
た
銃
を
肩
に
堂
々
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

分
列
行
進
し
た
。
壇
上
か
ら
東
條
首
相
は
、

「
敵
米
英
に
お
い
て
も
、
諸
君
と
同
じ
く
幾

多
の
若
き
学
徒
等
が
戦
場
に
立
っ
て
い
る
。

諸
君
は
彼
等
と
戦
場
に
相
対
し
、
気
迫
に
お

い
て
も
戦
闘
力
に
お
い
て
も
、
必
ず
や
彼
等

を
圧
倒
す
べ
き
こ
と
を
深
く
信
じ
て
疑
わ

ぬ
・
・
・
」
と
、
鼓
舞
激
励
し
た
。
学
生
を

代
表
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
２
年
の

江
橋
慎
四
郎
（
元
鹿
屋
体
育
大
学
長
・
93
歳
）

氏
が
、「
生
等
も
と
よ
り
生
還
を
期
せ
ず
。

在
学
学
徒
諸
兄
、
ま
た
遠
か
ら
ず
し
て
生
等

に
続
き
出
陣
の
上
は
、
屍
を
乗
り
越
え
・・・
」

と
、
勇
ま
し
く
も
悲
壮
な
答
辞
を
述
べ
た
。

観
客
席
で
は
、
女
子
生
徒
を
含
む
学
徒
等
96

校
約
５
万
人
が
見
送
り
、
競
技
場
に
は
「
海

行
か
ば
」
の
斉
唱
が
谺
し
た
、
と
当
時
の
新

聞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
は
一
斉
に
報
道
し
た
。

戦
後
、
学
制
改
革
の
行
わ
れ
る
ま
で
は
、

専
門
学
校
以
上
の
高
等
教
育
を
受
け
た
者
は

僅
か
に
２
〜
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
等
教
育
を

受
け
た
者
で
も
10
〜
20
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、

高
等
教
育
を
受
け
た
者
は
、
将
来
、
国
政
や

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役
立
つ
者
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
国
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、と
自
他
共
に
認
識
し
て
い
た
。
正
に
、

ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
人
の
伝
統
的
価
値
観
で
あ
る
、「
武
士

道
」
や
「
大
和
魂
」
で
あ
る
。

人
の
上
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
公
義
、

つ
ま
り
、社
会
的
正
義
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ス
）
を
実
現
す
る
た
め
、
公
義
に
殉

ず
る
心
構
え
や
気
概
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め

て
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
得
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
精
神
は
、
西
欧
の

社
会
で
は
古
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今

日
で
も
欧
米
の
主
要
諸
国
で
は
、
こ
の
精
神

は
確
立
し
て
い
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
高
等

教
育
を
受
け
た
者
は
、
将
来
そ
の
社
会
の
指

導
的
地
位
と
裕
福
な
生
活
を
約
束
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
祖
国
が
戦
争
等
の
危
難
に
直

面
す
る
と
、
真
っ
先
に
戦
場
に
駆
け
付
け
る

の
が
当
然
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。英

国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
な
ど
名
門
校
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の
学
生
は
、
総
力
戦
と
な
っ
た
第
一
次
、
第

二
次
大
戦
で
、
真
っ
先
に
戦
場
に
赴
い
た
。

米
国
の
大
学
生
も
同
様
で
、
戦
争
勃
発
と
同

時
に
戦
場
に
赴
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領

（
父
親
）
が
、
大
東
亜
戦
争
の
緒
戦
、
日
本

海
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
に
対
す
る
「
リ
メ
ン

バ
ー
・
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」
の
檄
に
呼
応
し

て
、
高
校
卒
業
直
後
、
海
軍
に
志
願
し
、
雷

撃
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
り
、
日
本
近
海
で

二
度
も
撃
墜
さ
れ
、
そ
の
都
度
近
く
に
い
た

米
潜
水
艦
に
救
助
さ
れ
て
一
命
を
取
り
留
め

た
、
と
い
う
逸
話
は
有
名
で
あ
る
（
余
談
で

あ
る
が
、
当
時
、
米
軍
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で

日
本
軍
に
撃
墜
さ
れ
、
小
笠
原
の
父
島
に
降

下
し
て
捕
虜
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
生
体
解
剖

で
試
食
さ
れ
た
と
い
う
、
終
戦
直
後
問
題
と

な
っ
た
戦
犯
事
件
が
あ
っ
た
際
、
ブ
ッ
シ
ュ

元
大
統
領
が
、
私
も
島
に
降
下
し
て
い
れ
ば

日
本
軍
の
餌
食
に
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
な
ど
と
、
冗
談
を
言
っ
た
と
か
）。

昨
年
の
11
月
２
日
、
靖
國
神
社
・
遊
就
館

で
の
終
戦
70
年
特
別
企
画
第
28
回
「
日
本
の

誇
り
」歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
特
別
研
修「
大

東
亜
戦
争
を
戦
っ
た
日
本
人
の
気
概
」
と
題

す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
門
田
隆
将

氏
の
講
演
の
中
で
、
大
東
亜
戦
争
を
戦
っ
た

多
く
の
出
陣
学
徒
逹
が
、
如
何
な
る
気
概
を

持
っ
て
い
た
か
、
祖
国
日
本
を
護
り
、
家
族

や
愛
す
る
人
々
を
守
る
た
め
に
身
を
捨
て
て

戦
っ
た
か
を
例
示
し
な
が
ら
話
を
さ
れ
た

が
、
特
に
、
同
氏
の
著
作
『
蒼
海
に
消
ゆ
─

祖
国
ア
メ
リ
カ
へ
特
攻
し
た
海
軍
少
尉
「
松ま

つ

藤ふ
じ

大お
お

治じ

」
の
生
涯
─
』
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の
日
系
二
世
で
、
米
国
籍
を
有
す
る

松
藤
大
治
が
、日
本
留
学
中
の
東
京
商
大（
現

一
橋
大
学
）
の
学
生
で
学
徒
出
陣
し
、
第
14

期
海
軍
予
備
学
生
と
な
り
、
厳
し
い
飛
行
訓

練
を
受
け
て
海
軍
少
尉
と
な
っ
て
、
父
祖
の

国
日
本
の
た
め
に
特
攻
隊
員
と
し
て
沖
縄
の

米
艦
船
に
突
入
し
、散
華
さ
れ
た
例
を
挙
げ
、

何
ゆ
え
に
彼
が
日
本
の
た
め
に
特
攻
隊
員
と

し
て
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
の
か
、こ
れ
こ
そ
、

彼
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
た
父
祖
伝
来
の
大
和

魂
の
発
露
で
あ
り
、ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー

ジ
ュ
の
典
型
で
あ
る
と
さ
れ
、
松
藤
大
治
に

限
ら
ず
、
当
時
の
出
陣
学
徒
の
多
く
が
、
そ

の
自
覚
の
下
に
進
ん
で
祖
国
・
民
族
の
危
難

に
身
命
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
、
そ
の
尊
い
犠

牲
的
精
神
、
気
概
、
そ
し
て
「
や
む
に
や
ま

れ
ぬ
大
和
魂
」
の
発
露
に
、
我
々
は
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
涙
な
が
ら
に
話
さ
れ
た
。

な
お
、
前
記
の
門
田
隆
将
氏
の
著
作
『
蒼

海
に
消
ゆ
』
に
つ
い
て
は
、
会
報
『
特
攻
』

第
92
号
「
新
刊
図
書
紹
介
」
欄
に
大
澤
俊
夫

氏
（
陸
士
61
期
）
筆
「
或
る
ア
メ
リ
カ
人
二

世
の
特
攻
」
と
し
て
、
及
び
同
第
99
号
に
、

筆
者
の
「
学
徒
出
陣
70
年
『
第
30
回
大
東
亜

戦
争
戦
没
全
學
徒
慰
霊
祭
』」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
記
の
元
台
湾
総
統
・
李
登
輝
氏

の
著
作
『「
武
士
道
」
解
題
ノ
ー
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
と
は
』
で
も
、
新
渡
戸
稲
造

の
『
武
士
道
』
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
中
に

説
か
れ
て
い
る
義
、
勇
、
仁
、
礼
、
誠
、
そ

し
て
名
誉
、
忠
義
、
克
己
な
ど
は
、
論
理
を

越
え
て
武
士
た
る
者
が
守
る
べ
き
道
徳
的
原

理
の
掟
で
あ
っ
て
、
少
数
の
天
才
や
飛
び
抜

け
た
道
学
者
た
ち
が
造
っ
た
の
で
は
な
く
、

古
代
思
想
の
大
路
小
路
よ
り
抜
き
集
め
た
る

平
凡
か
つ
断
片
的
な
る
教
訓
の
穂ほ

束た
ば

か
ら
何

百
年
も
か
け
て
造
ら
れ
た
規
範
で
あ
る
、
だ

か
ら
こ
そ
、
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
の
で
あ

る
、
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
記
著

作
に
収
録
さ
れ
て
い
る
幻
の
講
演
原
稿
「
日

本
人
の
精
神
」（
李
登
輝
氏
が
２
０
０
２
年

10
月
に
慶
応
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
「
経
済

新
人
会
」
か
ら
、
同
大
学
の
学
園
祭
・
三
田

祭
で
の
講
演
を
依
頼
さ
れ
、
招
聘
を
受
け
た

が
、
種
々
の
事
情
で
訪
日
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
来
日
し
て
の
講
演
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
そ
の
講
演
に
備
え
て
、
著
者

自
ら
筆
を
執
り
、
日
本
語
で
手
書
き
し
た
原

稿
を
作
成
、
送
付
し
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
）
の
中
で
、
特
に
台
湾
で
最
も
愛
さ
れ
る

日
本
人
の
一
人
、
八は

っ
た田
與よ

一い
ち

技
師
の
功
績
に

つ
い
て
、
同
技
師
が
、
日
本
統
治
下
の

１
９
３
０
年
、
10
年
の
歳
月
と
、
当
時
の
金

で
５
４
０
０
万
円
の
予
算
を
注
ぎ
込
み
、
あ

ら
ゆ
る
困
難
に
打
ち
勝
ち
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て
遂
に
完
成
さ
せ
た
、
台
湾
嘉か

義ぎ

台
南

平
野
の
烏う

山さ
ん

頭と
う

ダ
ム
（
嘉か

南な
ん

大た
い

圳し
ゅ
う）
は
、
当

時
、
東
洋
一
の
大
灌
漑
土
木
工
事
と
し
て
世

界
の
注
目
を
集
め
た
が
、
同
技
師
は
32
歳
の

時
に
設
計
に
取
り
か
か
り
、
34
歳
の
若
さ
で

現
場
監
督
と
し
て
工
事
の
指
揮
を
取
り
、
44

歳
で
こ
の
大
事
業
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
工

事
の
完
成
に
よ
っ
て
殆
ど
不
毛
の
地
で
あ
っ

た
こ
の
地
域
15
万
町
歩
に
毎
年

８
万
３
０
０
０
ト
ン
の
米
と
甘か

ん

蔗し
ゃ

（
サ
ト
ウ

キ
ビ
）
そ
の
他
の
作
物
が
収
穫
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
嘉
南
平
野
を
台
湾
最
大
の
穀
倉
地

帯
に
変
え
た
。
同
技
師
は
、
今
も
「
嘉
南
大

圳
の
父
」
と
し
て
60
万
農
民
か
ら
畏
敬
の
念

を
も
っ
て
称
え
ら
れ
て
い
る
。
同
技
師
が
そ

れ
を
成
し
遂
げ
た
の
は
、
そ
の
卓
越
し
た
能

力
、
独
創
性
と
実
行
力
、
更
に
そ
の
生
き
方

や
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
八
田
氏
は
、

技
術
者
と
し
て
抜
群
に
優
れ
て
い
た
ば
か
り

で
な
く
、
人
間
と
し
て
も
優
れ
、
肩
書
き
や

人
種
、
民
族
の
違
い
に
よ
る
差
別
な
ど
決
し

て
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
八
田
氏
に
よ
っ



ノーブレス・オブリージュ（no-blesse o-blige）とは、学徒出陣に思う（ 7 ） （103号）

て
表
現
さ
れ
る
日
本
精
神
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
日
本
を
数
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
根

幹
か
ら
し
っ
か
り
と
支
え
て
き
た
の
は
、
日

本
精
神
、
つ
ま
り
武
士
道
や
大
和
魂
と
言
わ

れ
る
気
高
い
価
値
観
や
道
徳
観
で
あ
り
、
そ

の
根
底
に
あ
る
も
の
こ
そ
は「
公
に
奉
ず
る
」

精
神
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
を
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
李
登
輝
氏
は
強
調

し
て
お
ら
れ
る
。

顧
み
て
、
出
陣
学
徒
こ
そ
は
、
公
に
奉
ず

る
精
神
の
実
践
者
で
あ
り
、
国
家
・
民
族
危

急
存
亡
の
秋
に
当
た
り
、
率
先
学
業
を
捨
て

て
戦
陣
に
赴
き
、
あ
る
者
は
華
々
し
く
戦
っ

て
散
り
、
あ
る
者
は
敢
闘
虚
し
く
敗
れ
た
の

で
あ
る
。
国
難
に
際
し
、
国
や
民
族
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
率
先
、
命
を
捧
げ
て
こ
れ
を

護
ろ
う
と
し
た
、
戦
歿
学
徒
に
名
誉
と
敬
意

を
払
お
う
と
は
せ
ず
、
徒
に
犠
牲
者
扱
い
に

し
、
無
駄
死
に
と
す
る
考
え
方
は
、
根
本
的

に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
こ
そ
、

英
雄
で
あ
り
、
民
族
の
誇
り
と
し
て
尊
崇
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
こ
そ
、
世
界

平
和
の
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
こ
そ

伝
統
あ
る
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
の

実
践
者
な
の
で
あ
る
。

特攻勇士の慰霊・顕彰施設②

万世特攻平和祈念館万世特攻慰霊碑「よろずよに」

海上自衛隊・鹿屋航空基地資料館鹿屋特攻隊戦没者慰霊塔

雄翔館（豫科練記念館）土浦海軍航空隊・豫科練之碑



平成27年度慰霊行事予定 （ 8 ）（103号）

（
慰
霊
行
事
名
）

（
日
時
・
場
所
）　
　

（
主
催
者
名
等
）

①
第
37
回
特
攻
隊
合
同
慰

霊
祭

27
・
３
・
28
（
土
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦

没
者
慰
霊
顕
彰
会

②
宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭

27
・
４
・
５
（
日
）

③
豫
科
練
雄
飛
会
戦
没
者

靖
國
神
社
慰
霊
祭

27
・
４
・
５
（
日
）
靖
國
神
社

豫
科
練
雄
飛
会

④
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基
地

特
攻
隊
戦
没
者
追
悼
式

27
・
４
・
４
（
土
）
小
塚
丘
公
園
内

慰
霊
塔
前

鹿
屋
市

⑤
第
39
回
都
城
市
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

27
・
４
・
６
（
月
）
都
島
公
園
内
慰

霊
碑
前

都
城
市
特
別
攻
撃
隊

奉
賛
会

⑥
第
47
回
徳
之
島
慰
霊
祭

（
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と 

す
る
第
二
艦
隊
戦
没
者
）

27
・
４
・
５
（
日
）
犬
多
布
岬
・

慰
霊
塔
前

鹿
児
島
県
伊
仙
町
慰

霊
祭
実
行
委
員
会

⑦
第
55
回
出
水
市
特
攻
碑

慰
霊
祭

27
・
４
・
16
（
木
）
特
攻
碑
公
園
慰

霊
碑
前

鹿
児
島
県
出
水
市
特

攻
慰
霊
碑
顕
彰
会

⑧
第
44
回
萬
世
特
攻
慰
霊

碑
慰
霊
祭

27
・
４
・
12
（
日
）
萬
世
特
攻
慰
霊

碑
前

南
さ
つ
ま
市
・
万
世

特
攻
慰
霊
碑
奉
賛
会

⑨
靖
國
神
社
春
季
例
大
祭

（
当
日
祭
）

27
・
４
・
22
（
水
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

⑩
京
都
霊
山
護
國
神
社
特

攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

27
・
５
・
24
（
日
）
京
都
霊
山
護
國

神
社

京
都
・
特
攻
勇
士
之

像
慰
霊
顕
彰
会

⑪
第
61
回
知
覧
特
攻
基
地

戦
没
者
慰
霊
祭

27
・
５
・
３
（
日
）
知
覧
特
攻
平
和

観
音
堂
前

南
九
州
市
・
知
覧
特

攻
慰
霊
顕
彰
会

⑫
三
島
村
特
攻
平
和
祈
年

祭

27
・
５
・
11
（
月
）
黒
島
平
和
公
園

鹿
児
島
県
・
黒
島
三

島
村

⑬
第
49
回
特
攻
殉
国
の
碑

慰
霊
祭

27
・
５
・
10
（
日
）
特
攻
殉
国
の
碑

前

長
崎
県
・
川
棚
町
新

谷
郷
・
殉
国
の
碑
保

存
会

（
慰
霊
行
事
名
）

（
日
時
・
場
所
）　
　

（
主
催
者
名
等
）

⑭
海
原
会
慰
霊
祭

27
・
５
・
24
（
日
）
豫
科
練
之
碑
前

旧
土
浦
海
軍
航
空
隊

（
陸
自
武
器
学
校
）内

⑮
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
祭

27
・
６

健
軍
・
義
烈
空

挺
隊
慰
霊
碑
前

空
挺
同
志
会
熊
本
県

支
部

⑯
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭

27
・
７
・
４
（
土
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
大
東
亜
戦

争
全
戦
没
者
慰
霊
団

体
協
議
会

⑰
第
64
回
特
攻
平
和
観
音

年
次
法
要

27
・
９
・
23
（
水
）
特
攻
観
音
堂

世
田
谷
山
観
音
寺

（
公
財
）
特
攻
隊
戦

没
者
慰
霊
顕
彰
会

⑱
明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭

27
・
10
・
17
（
土
）
明
野
忠
魂
塔
前

伊
勢
市
明
野
・
陸
自

航
空
学
校
内
・
明
野

忠
魂
塔
顕
彰
会

⑲
旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基

地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式

27
・
10
・
10
（
土
）
串
良
平
和
公
園

慰
霊
塔
前

鹿
屋
市

⑳
靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭

（
当
日
祭
）

27
・
10
・
18
（
日
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

㉑
日
比
合
同
神
風
特
攻
隊

慰
霊
祭
（
世
界
平
和
祈

念
式
典
）

27
・
10
・
25
（
日
）
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー

ル
ド
・
リ
リ
ー
ヒ

ル
・
平
和
観
音
像

前
他

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
バ

ラ
カ
ッ
ト
市

㉒
大
阪
護
國
神
社

　

特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

27
・
10
・
25
（
日
）
大
阪
護
國
神
社

大
阪
特
攻
勇
士
之
像

慰
霊
顕
彰
会

㉓
第
49
回
若
潮
会
慰
霊
祭

27
・
11
・
８
（
日
）
靖
國
神
社

若
潮
会
（
陸
軍
船
舶

隊
）

㉔
回
天
烈
士
並
び
に
回
天

搭
載
戦
没
潜
水
艦
乗
員

追
悼
式

27
・
11
・
８
（
日
）
大
津
島
・
回
天

慰
霊
碑
前

山
口
県
周
南
市
大
津

島
回
天
顕
彰
会

　
　
　
　
平
成
27
年
度
慰
霊
行
事
予
定
（
当
顕
彰
会
主
催
及
び
他
団
体
主
催
慰
霊
祭
参
加
予
定
）


